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研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  本研究は瀬戸内の塩飽諸島の近世初期の自治体制に着目したものである。この研究課題を選ん

だ動機は、以前に歴史探究同好会の活動の一つで、「瀬戸内地域における西廻り航路の発展」をテ

ーマに巡検を行い、その際に同地域に強い関心を持ったからである。本研究の目的は、塩飽にお

ける独自の自治体制である「人名制」の特徴を分析するとともに、その支配形態が江戸幕府の広

域支配との関係の中でどのように変容したのかを解き明かすことである。そこで、以前の巡検で

の調査結果や情報を踏まえ、「塩飽勤番所文書」や「吉田家文書」をはじめとする塩飽の代表的存

在であった年寄に関する古文書・古記録を通じて近世初期の朱印状発給過程、御用水主の指示、

島民の訴訟などから年寄を中心とした島治の分析および考察を行った。                                         

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

  近世初期の塩飽の自治体制には大きく二つの転換点があった。一つは、秀忠朱印状発給時に記

された老中稲葉丹後守の書状による年寄宮本助之丞の単独支配の認可である。これにより塩飽は

年寄四人による共同自治から一人の年寄の知行地に変容した。もう一つは、その後の江戸幕府の

広域支配体制の整備により、塩飽の支配が小堀遠江守から大坂町奉行・船手に交代したことに伴

う島治の改革である。これにより、塩飽に島内法度が制定されたり、御用水主の形態が見直され

たりしたことで、塩飽の知行地としての性質が否定され、在地土豪由来の年寄権力が大幅に制限

された。このように近世初期の塩飽は年寄宮本家と江戸幕府との関係によって塩飽の支配は大き

く変化していた。これまでの塩飽研究において、幕府の直轄地としての支配体制や島内政治に着

目したものはあまり多くないが、古文書などを通して、新たに人名制の特徴を分析し、考察する

ことができた。                                          
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